
今日の料理は大成功〃と満足げな顔

萌える遍と大地・さわやか交流郷
｀
35Sいし<楽 しくご|よんを食べること

は、老化予防の第一歩で軌 、
35Nじいちやん、おばあるゃんを集めて
の 「シルバーお料理教窒」が7月 2日 ・

ア日に標津 ・川北地区で行なわれ、栄養
士の指導を受けながら腕を振いました。
川北地区で|よ、男性も交りながらの教
室。今日の料理は大成功とみ～んな集ま
つていい顔してくれました。(写真)
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弾講
は
、体
蔽
・ふ
れ
あ
い
の
日

どを設

レ
ポ
ー
川
公
園
主
催
の
自
然
観
察
会） ▲

惑置野
われた●耐寒キャンプ」の

本町でも推進会議

―
―
公
立
学
校
（幼
稚
園
・小
・中
告
向

等
学
校
・盲
・車
・養
護
学
校
）は
今
秋

九
月
十
三
日
か
ら
、
毎
月
第
二
土
曜

日
が
休
業
日
に
な
り
ま
す
。―
―

二
十

一
世
紀
に
生
き
る
子
ど
も
達

に
は
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
た
め

に
豊
か
な
個
性
や
創
造
性
を
培
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
の
子
ど
も
の
生
活
を
み
る
と
気

力
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
引
き
こ
も

り
が
ち
な
子
が
増
え
て
い
る
”
ま
た

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
り
自
然

体
験
が
不
足
し
た
り
し
て
豊
か
な
心

が
育
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「学
校
週
五
日

制
」
の
導
入
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
丸

ｏ
子
ど
も
の
生
活
に
ゆ
と
り
を

ｏ
親
子
の
よ
れ
あ
い
を

ｏ
自
然
体
験

・
文
化
活
動
を

こ
れ
が
制
度
の
ね
ら
い
の
中
心
で

す
。
―
本
町
の
推
進
体
制
が
ス
タ
ー
ト
ー

「学
校
週
五
日
制
」
の
実
施
を
控

え
標
津
町
の
推
進
体
制
を
ど
う
図
る

の
か
、
標
津
町
の
子
ど
も
に
有
意
義

な
休
業
日
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
何
を
整
備
す
れ
ば
い
い
の
か
、

を
教
育
委
員
会
で
は
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
れ
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

「休
日
の
拡
大
等
に
対

卜
七

月
三
日
に
行
わ
れ
た

青
少
年

活
動
推
進
会
議

応
す

る
青
少
年
活
動
充
実
の
た
め
に
」

と

い
う
推
進
計
画

が
そ
れ

で
、
「
学
校

週
五

日
制
」

が
導

入
さ
れ
る
背
景
、

日
標
達
成

の
た
め

の
取
組
み
、
推
進

項
目
と
方
法

・
研
究
協
議
機
関

の
役

割
な
ど

の
項
か
ら
成
立

っ
て

い
ま
丸

さ

て
本
町

の
推
進
体
系

の
中
心

に

据
え
ら
れ
、
教
育

関
係

者
や
青
少
年

健
全
育
成
団
体
関
係
者

で
構
成
さ
れ

る

「
青
少
年
活
動
推
進
会
議
」
と

「

青
少
年
活
動
連
絡
会
議
」

が
こ

の
ほ

ど
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

青
少
年
活
動
推
進
会
議

は
本

町

の

「
学
校
五

日
制
」

の
あ

り
方
を
決

め

る
役

割
を
持

つ
も

の
で
す

が
、
そ

の

最
初

の
会
議

が
七
月
二

日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
十
三
名

の
委
員

に
委
嘱
状

が
手

／
渡

い
】

た
あ
と
、
教
育

長
か
ら

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
経
緯
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
話
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
梅
野

克
之
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
活
動
連
絡
会
議
が
開
れ
た

の
は
七
月
十
五
日
。
こ
の
会
議
は
本

町
の
学
校
外
活
動
の
指
導
や
実
践
に

あ
た
る
組
織
で
す
。
推
進
体
制
や
組

織
の
目
的
を
確
認
し
た
あ
と
役
員
選

出
に
入
り
、
座
長
に
は
三
戸
俊
雅
氏

が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

両
会
議
の
意
見
交
流
や
話
合
い
で

は
、

「家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
強

化
が
大
切
≡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
育
成
を
」
な
ど
の
話
題
が
出
さ

れ

「学
校
週
五
日
制
」
に
向
け
た
課

題
解
決
の
方
策
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

―
さ
あ
、
父
日
の
皆
さ
ん
の
出
番
で

す
／
１
１

子
ど
も
が
大
人
と
の
生
活
を
通
し

て
生
き
方
を
学
び
、
生
活
す
る
知
恵

や
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る

「学
校
週
五
日
制
」。
よ
り

強
い
家
庭
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
時
で
す
。
第
二
土
曜
日
を
合
め
た

休
日
に
は

「家
族
の
よ
れ
あ
い
」
を

大
切
に
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

明
治
以
来
の
我
国
の
学
校
教
育
制

度
が
百
二
十
年
目
に
し
て
変
わ
る
日

九
月
十
二
日
。
そ
の
日
は
間
近
か
で

す
。



じていま軌

標津町社会福祉基金助成事業

21世紀の日本は、国民の高齢化が進み、国民4人に1人が6`才以上の老人
という超高齢化社会の到来が予預」されています。
国は、この ときに向けて、高齢者等の保健福祉 を増進すべ く、平成11年度
までの10年間に達成すべ き目標 を定めて、諸々の施策を打ち出 しました。
この対策の中で、地域福祉基金の創設を掲げ、地域で も在宅福祉や健康づ
くり等の課題に対応するため、地方への財政支援 をうたっています。
本町で も町民に占める65才以上の高齢者の割合は、今年 2月 現在で、約12
%と なってお り、国 とほぼ同一歩調にあ ります。町では、これ
ら高齢者等の保健福祉 をより進めるため、平成 3年 度に国か ら
の交付金を原資に 「社会福祉基金」を設けました。
この基金は、利子を活用 して町内の民間のグループや団体が
行なう社会福祉活動に助成金を交付 して活動を助長 し、地域のし憑灘ル劇劇発欝ヒ槙穐亀縮あ渇上ど腎品ごを露長奮学!

唇
否

           与 + △ 塙 う L 甘 △ い 本 一 … 小 一 一

社会福祉基金助成事業の内容

シ
ル
バ
ー
料
ダ
＼

教
室
か
ら

項事

助 成 対 象 者

内

●町内で社会福祉活動に取り組んでいる民間のグループや団体

●地域の高齢者等の保健福祉増進に寄与する次に掲げる事業とする。

(1)在宅福祉の普及向上のための調査 ・研究 ・実践活動

修)健康づくり。生きがいづくりの普及向上のための実践活動

(3)ボランティア活動振興のための実践活動

惚)その他地域福祉の向上発展に資する実践活動

●原則として助成対象経費の75%以 内を予算の範囲内で50万円を限度に交付する3
●助成対象経費は、事業内容と経費見積りを審査し決定する。

●助成対象団体から提出された事業計画書に基づき、基金運営委員会の意見を聴い

て町長が決定する。

●事業終了後30日以内に事業実施報告書を提出する。

助 成 対 象 事 業

助 成 金 額

の
法

業

方

事成
定

助
決

助成対象者の責務



第
二
期
青
年
開
発
会
議
ス
タ
ー
ト

座
長
に

石
橋

副
座
長
に

一出
山
Ｔ

七
月
十
七
日
に
標
津
町
役
場
で
第

二
期
青
年
開
発
会
議
委
員
へ
の
委
嘱

状
が
小
田
桐
町
長
よ
り
炎
付
さ
れ
、

い
よ
い
よ
二
年
間
の
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。

小
日
桐
町
長
は

「異
業
種
間
の
交

流
を
大
切
に
し
、
青
年
開
発
会
議
で

は
標
津
の
町
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
農

・
漁

・
商
等
の
各
機
能
を

多
く
知
っ
て
も
ら
い
、
広
い
視
野
を

日
日
一干
さ
ん
ｇ
）

利
博
さ
を
母

持
っ
た
考
え
方
で
町
が
進
む
べ
き
方

向
へ
積
極
的
な
提
言
を
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
町
長
か
ら
同
会
議
の
座

長
に
石
橋
昌
幸
さ
ん
、
副
座
長
に
日

中
利
博
さ
ん
・
渡
部
秀
人
さ
ん
を
任

命
し
ま
し
た
。

石
橋
座
長
は

「町
長
か
ら
提
起
の

あ
っ
た
こ
と
な
ど
各
委
員
と

一
諸
に

勉
強
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
自
己
紹
介

な
ど
が
行
な
わ
れ
各
委

員
は

「ど
ん
な
方
法
で

こ
の
メ
ン
バ
ー
が
選
ば

れ
た
の
か
ヽ
女
性
が
メ

ン
バ
ー
の
中
に
入
っ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
？
」

「国
後
島
に
行
っ
て
み

た
い
ヽ
町
の
産
業
は
漁

業
だ
け
で
な
い
。
サ
ケ

だ
け
で
な
く
牛
も
い
で

「互
い
の
産
業
を
理
解

し
な
が
ら
Ｊ
導
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
≡
標
津
町
は

景
色
の
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
観
光
百
景
等
、
地
域
の
人
が
誇

れ
る
と
こ
ろ
を
指
定
し
た
ら
ど
う
か
」

「標
津
を
何
年
か
離
れ
て
帰
っ
て
く

る
と
、
部
落
意
識
を
感
じ
る
。
広
い

意
識
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
議
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は

次
の
と
お
り
で
す
。

OSO母 移も腕繍林品弱亜

渡
部

秀
人
さ
を
こ

委嘱状の交付を受ける委員

第3期 青年開発会議委員名

区 分 氏   名 年 令 住  所 職 業

1 小野瀬稔之 標   津 漁  業

高橋 和 之 伊 茶 仁 漁   業

渡部 秀 人 伊 茶 仁 漁  業
4 梅木 勝 美 薫 漁  業

5 田中 利 博 北 標 津 農   業

卜笠原正幸 芝軍 サ|I Jと 農   業

7 竹オ寸  訂成司 上古多様 農   業
8 井 日 英 弥 茶 志 骨 農   業

大桃 雅 幸 北 標 津 農   業

石橋  昌 幸 標   津 商  業

山本 祐 一 商  業

奥  雅 彦 商  業

ナIIオ寸  葉≧うに 標   津 会 社 員

藤本  靖 標   津 会 社 員

成田 晩 美 標   津 団体職員

井上  孝 司 38 団体職員

須郷 一 美 標 津 教   員

久保杉伸一 標   津 教   員

娘山  護 標 津 公 務 員

負鷺そき  糸屯良馬 標 津 公 務 員

第8□七
月
五

日
に
標
津

町
忠
類
川
本
流

（金

山
）
で
第

八
回

の
浜
流

ヤ

マ
ベ
釣

り
大
会

が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

当

日
は
早
朝
五
時

か
ら

の
受
付

で

七
十

二
人

の
大
公
望

が
集

ま
り
、
前

日
か
ら
放
流
さ
れ
た

一
万
尾
の
ヤ
マ

ベ
を
、
釣
り
上
げ
る
重
量
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

参
加
者
は
釧
路
市

・
網
走
市

・
北

見
市

・
根
室
市

・
帯
広
市

・
美
幌
町

斜
里
町

・
弟
子
屈
町
な
ど
道
束

一
円

か
ら
で
す
。
気
に
な
る
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
一
般
の
部
＝

一
位

一
・九
六
キ，
失

野
芳
雄
さ
ん
（弟
子
屈
）、
二
位

一
・

五
二
キ，
一局
舜
志
さ
ん
（弟
子
屈
）、
三

位

一
・四
八
キ，
矢
野
佐
平
さ
ん

（弟

子
屈
）

▼
女
性

・
小
中
高
生
の
部
＝

一
位
丁

六
八
キｏ
熊
谷
元
樹
さ
ん
（標
津
）、
二

位

一
・五
八
キ，
篠
田
拓
さ
ん
（標
津
）

三
位
○
・九
八
キ・
工
藤
雅
弘
さ
ん
（

釧
路
）

▼
大
物
賞
＝
二
二
・八
★ン
北
本
正
博

さ
ん
（釧
路
）



サ
ー
モ
ン
科
学
館
前
に
サ
ル
ビ
ア

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

七
月
四
日
に
中
標
津
農
業
高
等
学

校
（鈴
木
幹
雄
校
長
・生
徒
二
〇
六
人
）

農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒
ら
が
自
分
達
で

育
て
た
サ
ル
ビ
ア
の
花
を
サ
ー
モ
ン

科
学
館
に
と
百
本
余
り
を
寄
贈
し
て

く
れ
ま
し
た
。

同
校
で
は
地
域
の
奉
仕
活
動
と
し

て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
毎
年
二
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
標
津
町
か
ら
通
学
す
る

生
徒
四
人
（写
真
）と
担
当
の
先
生
二

人
が
同
校
の
代
表
と
し
て
花
を
運
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
ら
は

「観
光
客
が
集
ま
る
サ

ー
モ
ン
パ
ー
ク
で
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

真
っ
赤
に
咲
い

た
サ
ル
ビ
ア
の
花

十
月
頃
ま
で
が
見

ご
ろ
で
、
同
館
を

訪
ず
れ
る
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

※
サ
ー
モ
ン
科
学

館
周
辺
が
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

一
度
足
を
運
ん
で

見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
―
。

a s o母 移 割 囲 趨 囲 田 弱 颯

ヱ 議

賞

五百木秀夫さ叔70

多年にわた り農オ寸花嫁花婿対策の推進に献身的

に努力 し、農業の振興に大 きく貢献 したことが認

められ、このたび西川北の五百木秀夫 さんは北海

道農本寸花嫁花婿対策功労者 として北海道農業会議

会長表彰を授賞 しました。

五百木さんは 「表彰 されるなど考えてもいなか

った。 しか し町 として も窓日に専任職員を置 くな

ど熱心な取 り組みがされている。活動の中では成

婚の数が増えてお り、成果 もある。それが束U激と

もな り青年未婚者の数 も減 っている」と語 り、活

動の一片をふ り返って くれました。

科学館にプレゼントしたサルビアの前で標津出身の生徒たち

出合いのチヤンスを
生かしてみません抗
― 酎農業後継者と都市女1生の

③①⑥
今回で 7回 目を迎えた農業後継者 と都市女性の

交流会。今 までは、加工体験実習や酪農地帯の見

学 ・公共施設の見学などにより、農業やわが町を

理解 して もらいなが らの交流を進めてきました。

今回 も同様 に次の とお り実施 します。出合いの

チャンスを生か して見ませんか―一。

希望者は、事前受付制ですので 8月 7日 まで役

場農林課 「後継者対策係 (電話 2-2131・ 内

線 212、 担 当/我妻)ま でご連絡 ください。

)日 時  9月 26日 ・27日

>場 所 標 津町全域

※この交流会か ら標津町では 8組 の方々が結ばれ

ています。

前
□
行
な
わ
れ
た

加
工
体
験
実
習
か
ら



一ヽクゴルフ愛好会
(掲示板)
標津町消費者協議会
身近かなことから実践 しょうと始めたのが

古紙回収で した。

収益金の一部は社会福祉に…も初めの行動

は小 さくて も、それが本当に大事なことであ

ればやがて皆さんの理解が得 られ、参加者 も

増 して来 ることと思います。

着古 した衣料品 (和洋服)は家庭に眠ってい

ませんか ?

救民衣料を贈 る運動 もしています。古紙回

収t眠 っている衣料品、牛乳パ ック、あなた

の家庭で眠っているものまだまだた くさんあ

るか も知れません。

今、消費者 自らがムダのない生活、家庭で

リサイクルするための工夫 をしてみませんか。

あなたのためにも、そ してみんなのために。

花火や点火器具の
取り扱い注意

一ヽクゴルフ
めませんが

太
陽
と
遊
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
。
「
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
」
が
、
今
人
気
急
上
昇
中
。

そ
の
秘
訣
は
、
上
手
で
も
下
手
で

も
か
ま
わ
な
い
気
楽
さ
に
あ
り
ま
丸

お
互
い
が
笑
い
合
い
、
緑
の
芝
生

を
踏
み
し
め
、
新
鮮
な
空
気
と
自
然

に
親
し
み
な
が
ら
健
康
に
役
立
つ
。

正
に
、　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

の
決
定
版
で
す
。

今
年
、
誕
生
し
た
標
津
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
会

（箭
浪
昇
会
長

・
会
員

二
十
五
人
）
で
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
多
く
の
人
に

広
め
た
い
た
め
、
会
員
を
募
集
中
で

す
。入

会
希
望
者
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
会
長
宅

（な
二
十
二
四
六
六
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
会
費
は

五
百
円
で
す
。

花
火
や
点

火
器
具

の
取
り
扱

い
は

次

の
点

に
十
分
注
意
を

し

て
行
な

っ

て
く

だ
さ

い
。

一
、
広

い
空
き
地

で
、
周
囲

に
燃
え

や
す

い
も

の
が
な

い
と

こ
ろ

で
行

な

っ
て
く

だ
さ

い
。

二
、

子
供

の
花
火
遊

び
は
、
大
人

が

付
き
添

っ
て
行
な

っ
て
く
だ
さ

い
。

三
、
あ
ら
か
じ
め
消
火
用
の
水
バ
ケ

ツ
等
を
用
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い

。

四
、
正
し

い
花
火

の
使

い
方
を

十
分

認
識

し
、
子
供

に
む
ず

か
し

い
花

）

火
を
さ
せ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

五
、
花
火
が
終
わ
っ
た
ら
後
始
未
を

確
実
に
行
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
子
供
の
火
遊
び
が
、
火
災
原
因
の

上
位
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
マ
ッ
チ

や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
家
庭
内
で
の
点
火

器
具
の
管
理
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ

い
。

★
　
　
　
′
　

（標
津
消
防
署
）

ヵ”ψ》一《一一

ごみの排出量が減りましたよ。
今年 4月 1日からごみの処理方法が証紙方式に変わり
ました。そこでごみの排出状況を昨年の同月と比べてみ

ました。次のとおりです。
●燃やせるごみ

年 度
月 4  月 5 月 6  月 合  計

H3年 度 166t 154t 486t

H4年 度 98t 100t 115t 313t

●燃やせないごみ

年 度 4 月 5  月 6 月 合 計

H3年 度

H4年 度 35t

Oご み全体では前年度より3ヵ 月間で14 8トン(2 6 . 5 % )

減量 となりました。

○燃やせるごみは前年度より3ヵ 月間で173トン(35.6%)
減量となりました。
○燃やせないごみは前年度より3ヵ月間で25トン (34.2
%)増 とな りました。

○燃やせないごみの増が気にな りますが全体的には 3ヵ

月間 とはいえ減量 とな りました。
○今後 もごみの減量化にご協力願い、燃えないごみなど

は家庭での リサイクルを考えるなど有効利用に務めて
いただければと考えます。



研紳劉細塩曲躙騨唯

六
月
二
十
八
日
に
東
京
都
新
宿
束

宝
会
館
五
階
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で

第
十
四
回
の
東
京
標
津
会
総
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
同
会
の
新
会
員
の
拡
大

や
各
委
員
会
の
事
業
報
告
や
決
算
、

平
成
四
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
標
津
町

か
ら
の
十
七
人
の
参
加
を
加
え
て
約

百
七
十
人
と
、
例
年
よ
り
参
加
者
の

多
い
総
会

・
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

盛
り
上
が
っ
た
総
会
・懇
親
会
々
場

会
場
は
故
郷
の
話
し
や
懐
か
し
い

方
々
の
面
談
で
話
が
弾
む
な
ど
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
特
設
さ
れ
た

「標

津
特
産
品
即
売
会
」
で
は
、
販
売
時

間
ま
で
待
ち
さ
れ
ず
、
参
加
者
は
即

売
品
を
し
っ
か
り
手
に
持
っ
て
待
つ

ス
タ
イ
ル
。
約
十
分
間
で
完
売
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
、
東
京

で
の
一
日
ミ
ニ
標
津
町
が
終
了
し
ま

し
た
が
、
近
く
ま
た
再
会
で
き
る
こ

と
を
約
束
し
な
が
ら
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
四
年
度
は
こ
ん
な

活
動
し
ま
す
よ

〈組
織
広
報
委
員
会
〉

●
新
会
員
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
り
組

織
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

●

「会
員
名
簿
」
の
内
容
追
加
や
会

員
住
所
の
変
更

・
訂
正
等
を
行
い

ま
す
。

●
第
十
五
回
総
会
の
節
日
に
向
け
て

「新
会
員
名
簿
陥
２
」
の
発
刊
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

●
広
報
し
べ
つ
に
よ
る
広
報
活
動
を

し
ま
す
。

〈ゴ
ル
フ
委
員
会
〉

会
員
仲
間
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
高

め
る
た
め
、
次
の
日
程
で
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
行
な
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
積
極

的
に
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
。
標
津

町
民
の
方
が
こ
の
近
く
の
日
程
で
上

京
の
際
は
是
非
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
の
参
加
大
歓
迎
。

▼
平
成
四
年
八
月
二
十
六
日
＝
伊
勢

原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

▼
平
成
四
年
十
月
十
五
日
＝
大
相
原

カ
ン
ト
リ
ー
倶
染
部

▼
平
成
四
年
十
二
月
十
日
＝
束
名
厚

木
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

▼
平
成
二
年
二
月
十
八
日
＝
伊
勢
原

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

〈旅
行
委
員
会
〉

北
海
道
に
依
然
人
気
が
あ
る
た
め

本
年
は
紅
葉
の
日
本

一
と
も
い
わ
れ

て
い
る
大
雪
山
系
に
的
を
し
ぼ
り
ま

し
た
。
十
月
の
出
発
ま
で
、
よ
り
き

め
こ
ま
か
に
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
待
望
の

「望
郷
の
家
Ｌ
一ュ
ー
ス

昨
年
五
月

「望
郷
の
家
」
建
設
の

た
め
地
元
標
津
町
に
そ
の
主
旨
を
説

明
し
、
以
来
土
地
入
手
の
た
め
数
度

の
接
渉
を
重
ね
た
結
果
、
海
に
面
し

国
後
島
を
眺
め
、
そ
し
て
知
床

・
野

付
半
島
を
望
む
絶
景
の
場
所
が
あ
り

望
郷
の
家
建
設
予
定
地
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平
成
四
年

一
月
十
三
日
取
引
が
完

了
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
望
郷
の
家

建
設
に
向
っ
て
進
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
時
は

不
況
の
真
只
中
、
経
済
状
況
の
悪
化

の
中
で
、
ど
の
様
に
進
行
さ
せ
る
か

苦
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
せ
ら
ず

皆
さ
ん
の
知
恵
を
心
よ
り
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

希
望
を
持
っ
て
望
郷
の
家
を
完
成

し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

望
郷
の
家
建
設
委
員
会

委
員
長
　
徳
橋
　
隆

〒

一
六
〇

東
京
都
新
宿
区
新
宿
五
‐
十
上

第
ニ
ス
カ
イ
ビ
ル
十
Ｆ

欄
サ
エ
ー
ラ
イ
ン
内

東
京
標
津
会
事
務
局

（電
話

〇
三
，
三
三
五
〇
‐〇
五
七
じ

ま
た
は
、
標
津
町
役
場
総
務
課

〒
〇
八
六
上

六

標
津
郡
標
津
町
字
標
津

（電
話

〇

十
五
三
八
土
Ｔ
二

一
三

こ



しべ  つ しべ つ

標津町標津川に

鮭がのぼつて来るのは

?月?日?時?分で
しようか。

じこつ

あなたの第6感で
ピッタリと
当ててくださしヽ。

1 古H

標津)|1左に見えるのはサーモン科学館展望塔

官製はが きに、あなたが予想する鮭
そ上 月日時分 と、郵便番号、住所、氏名、
年齢、性別、職業、電話番号を明記 して こ`
応募 ください。

送り先及びお問い合わせ

〒086-16引ヒ海道標津町字標津3番地5
標津町役場内
標津町観光協会事務局'92標
津川鮭そ上クイズ係宛

電話(01538)2-2131(内線 246)

平成 4年 8月 31日 (当日消ED有効)

ただし、8月31日以前に縫がそ上 した

場合についてはそ上 した日の前日で締
切 らせていただきますと(消lp有効です♪

当選者の発表は、当選者ご本人にお

知らせいたします。

ピッタリ賞 賞金5万 円(1名様)
富1賃として東京釧路間往復航空券 (日本エアシ

ステム提供)と標津町内旅館宿泊 (2泊 )券 を増

り、標津サ1鮭そ上見学にペアでご招待します.

正解者多数の場合は、拍選 します。

正解者がいない場合は正解に最も近い方といた

します。

ラッキー賞 新巻鮭 1尾(20名様)
ビッタリ賞の当選者を除く応募者全員の中か

ら抽選いたします。

Oビ ッタリ賞に根室支庁管内にお住いの方が当選

した場合は、目」賞は除かせていただきます。

なお、道内にお住いの方が当選した場合は、

札幌釧路間の往復航空券とさせていただきま曳

8



今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
２

期
）
の
納
期
で
す
。
８
用
卸
日
ま
で

に
次
の
所
で
納
入
願
い
ま
す
。

１
、
町
指
定
金
融
機
関

根
窒
信
用
金
庫
各
本
支
店

２
、
町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
震
業
協
同
組
合
、
標
津
漁

業
協
同
組
合
、
北
海
道
労
倒
金
庫

中
標
津
支
店
、
北
海
道
掲
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、
北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
、
釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、
収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
各
郵
便
電

４
、
収
入
役
・出
納
員
。現
金
取
扱
員

個
人
事
業
税
は
、
個
人
が
道
内
に

事
務
所
（事
業
所
）を
持
ち
、
事
業
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
所
得
を

基
礎
と
し
て
課
税
さ
れ
る
道
税
で
０
。

１
、
対
象
と
な
る
主
な
事
業
と
税
率

ｏ
第
１
種
事
業

（物
品
販
売
業
、
不

動
産
貸
付
業
な
ど
）

¨
税
率
５
％

ｏ
第
２
種
事
業

（人
を
雇
っ
て
営
む

畜
産
業
や
水
産
業
な
ど
）

一
税
率

４
％

ｏ
第
３
種
事
業

（医
業
、
歯
科
医
業

な
ど
）

¨
税
率
５
％

（た
だ
し
、

助
産
婦
業
、
あ
ん
ま
な
ど
の
業
、

装
蹄
師
業
は
３
％
）

２
、
申
告

３
月
循
日
ま
で
に
前
年
中
の
所
得

に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告

を
し
た
方
は
、
あ
ら
た
め
て
申
告
ヴ

る
以
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
、
納
期

第
「
期
分
　
８
月
割
国

第
２
期
の
　
１４
月
３０
日

支
庁
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
で
納
め
て
＜
だ
さ
い
。
な
お

年
税
額
が
「
府
円
以
下
の
場
合
は
、

８
月
の
納
期
に
全
額
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

８
円
割
日
は
、
第
「
期
分
の
納
期

限
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
よ
う
。

詳
し
く
は
、
支
庁
税
務
部
（課
）、

ま
た
は
道
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（税
務
課
）

町
で
は
９
月
の
「老
人
福
祉
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、
今
年
中
に
金
婚
式

（

５０
年
）
を
迎
え
る
夫
婦
の
方
に
記
念

罰
を
贈
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。次

に
該
当
さ
れ
る
方
は
８
月
割
日

ま
で
申
し
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
昭
和
仔
年
１
月
か
ら
佗

円
ま
で
の
間
に
結
婚
さ

れ
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
健

在
の
方
。

▼
連
絡
先
　
役
場
福
祉
課
社
会
福
祉

係

（電
話
２
１
２
１
３

１
・
内
線
「
４
フ
）

家
出
を
し
た
人
や
、
行
垣
（
明
に

な
っ
て
い
る
人
を
捜
し
た
り
、
亡
＜

な
っ
た
方
で
身
元
が
の
か
ら
な
い
人

の
調
査
を
し
て
家
族
の
方
マ
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
道
警
で
は
８
月
に

道
内
仔
力
所
で

「行
方
不
明
者
相
談

所
」
を
開
き
ま
す
。

家
出
し
た
人
や
、
行
力
不
明
者
と

な
っ
た
人
の
こ
と
で
ご
相
談
さ
れ
た

い
方
は
、
お
気
軽
に
相
談
所
に
お
い

で
下
さ
い
。

な
め
、
釧
路
方
面
の
相
談
所
開
設

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
時

・
場
所

●
８
月
３
日
～
４
日
午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

釧
踏
警
察
署

（釧
路
市
黒
金
町
１０

丁
目
５
、
ａ
２３
‐
ア
「
「
「
）

●
８
月
６
日
～
フ
国
午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で

帯
広
警
察
署

（帯
広
市
西
「
条
北

「
丁
目
「
、
ａ
２５
‐
２
・
５
４
）

★
相
談
所
に
お
い
で
に
な
る
方
へ
お

願
い
。

捜
し
て
ほ
し
い
人
の
特
徴
と
な
る

手
術
痕

・
傷

・
ほ
＜
ろ

・
あ
ざ
等
の

ほ
か
、
歯

・
血
液
型

・
家
出
当
時
の

服
装

・
所
持
団
等
に
つ
い
て
、
で
き

る
だ
け
詳
し
＜
調
べ
て
お
い
て
下
さ

い
。
ま
た
、
調
査
の
手
が
か
り
と
な

る
よ
う
な
写
真

（顔

・
全
身
な
ど
）

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
下
さ
い
。

警
察
で
は
、
関
係
者
個
人
の
名
誉

と
秘
密
ほ
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で
安

ｂ
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
相
談
所
へ
来
ら
れ
な
い
カ

は
、
も
よ
り
の
警
察
署
、
又
は
派
出

所
、
駐
在
所
で
ご
相
談
下
さ
い
。

統
計
で
働
く
姿
を
見
つ
め
よ
う

実
施
期
日
は
平
成
４
年
１０
月
１
日

就
業
に
つ
い
て
の
総
台
調
査
で
す
。

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
仕
事
の
種
類
、
勤
め
先
、

就
業
国
数
、
時
間
、
収
入
、
転
職
、

追
加
就
業
の
希
望
、
１
年
前
の
状
況

前
職
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
就
業
の
希
望
、

求
職
活
動
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
ま

ヴ
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地
域
の
雇

用
、
経
済
、
福
祉
政
策
な
ど
に
生
か

さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
パ
シ
「
は
守
ら
れ
ま
す
。

全
国
の
４３
用
世
帯
の
満
佑
歳
以
上

の
全
世
帯
員
を
対
象
に
、
マ
ー
タ
シ

ー
ト
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（標
津
町
で
は
数
十
世
帯
の
力
が
対

象
と
な
り
ま
す
じ

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
ほ

か
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
固
＜
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
安
ｂ
し
て
あ
り
の
ま
ま

を
正
確
に
記
入
し
て
＜
だ
さ
い
。

（標
津
町
広
報
統
計
係
）

〇
郵
便
局
の
面
易
保
険

長
寿
社
会
の
備
え
は
で
き
て
い
ま

す
か
。

●
は
あ
と
プ
ラ
ン
金
田
通
蓋
老
保
険
）

「保
障
と
貯
畜
を
か
ね
て
…
」
と
お

署
え
の
方
に
び
っ
た
り
の
保
険
で
乾

７０
歳
ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。　
・

ご
加
八
年
令

払

込

期

間

０
歳
～
殉
歳

４０
年

０
歳
～
６０
歳

脩
年

詳
し
く
は
、
郵
便
目
の
セ
■
ル
ス

マ
ン
、
ま
た
は
窓
□
で
あ
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

一！

次
の
と
お
り
平
成
４
年
度
海
上
保

安
大
学
校

↓
海
上
保
安
学
校
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
区
の

・
採
用
予
定
数

大
学
校
学
生
―
―
細
５０
人

・
学
校

学
生
―
―
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課

程
約
８５
人

・
晴
報
シ
ス
テ
ム
課
程

約
５０
人

・
海
洋
科
学
課
程
約
循
人

▼
受
験
資
格

昭
和
４４
年
４
用
２
日

（大
学
校
学

生
は
昭
和
好
年
４
月
２
日
）
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
、
平
成
５
年
３
月
ま
で

に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
の
者
、

又
は
高
等
学
校
卒
業
と
同
等
と
認

め
ら
れ
る
者

▼
受
付
期
間

平
成
４
年
９
月
３
日
肉
～
９
月
憎

日
佃

▼
試
験
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

第
「
次
試
験
平
成
４
年
１４
月
フ
日

働
、
８
日
０
、
た
だ
し
海
上
保
安

学
校
は
８
日
０
の
み
。

第
２
次
試
験
平
成
５
年
１
月
フ
日

い
、
８
日
０

▼
道
内
試
験
地

札
幌
市

・
函
館
市

・
小
縛
市

・
旭

川
市

・
釧
路
市

▼
最
終
合
格
発
表

平
成
５
年
２
月
１
日
働

▼
問
い
合
わ
せ
先

羅
臼
海
上
保
安
署
学
生
募
集
窓
□

な
①
イ
５
３
８
ト
ア
ー
３
９
９
９

）

コ蓄_置管菅ヨおも台や花火の正しい扱い方
と、そして、親が正しい扱い方を子どもに教えてい

ないことが主な原因です。

ですから、事故を防く
｀
ために、親や大人が子ども

に正しい花火の扱い方を教えてあげる必要がありま

す。次の注意点を、子どもと一緒に遊びながら教え

ましょフ。

や
け
ど
を
負

っ
た
り
し
な
い
た
め
に

火
事
に
な

っ
た
り
、

線香花火やねずみ花火
――あなたも子どものころ、

花火で遊んだ楽しい思い出があるはずです。

しかし、楽しく、手軽に遊べる花火も、原料は火

薬です。扱い方を間違えると、火事になったり、や

けどを負ったりすることがあります。このような事

故は、花火で遊ぶときに親がそばに付いていないこ

協貿i蛮せお
たパケツと

?答な場所て
Ⅲ
遊ぴよしょう
周りに 燃えやすいものが

ないか 注意しようね

Rの強い口tよ、
花火↓よやめよしょっ

人や家に輸↓及t
い↓すよせん

花火に言いてある→主え吉さと
よく説んてかづ遊びましょう

この花火は

手に持つてはいけないよ 水の中に入れて
きちんと火を消そう

い終わつたら

10



あなたが選しヽミ
「北海道まちづくり100選大賞」
投票をお願いします!

催到彗71～9/20まで

）

北
海
道

・
北
海
道
新

聞
社

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放

送
局
が
主
催
し
て

「北

海
道
ま
ち
づ
く
り
一
〇

〇
選
大
賞
」
の
道
民
投

す

票
を
受
け
付
け
し
て
い

で

ま
す
。鶏　道内各市町村が自

抽中”【浄キ〕”華］

中の中一終票”中選「っ中葬中

役と「まちづくり部門

賞
」
が
決
定
し
、
表
彰

さ
れ
ま
す
。

標
津
町
か
ら
は

「標
津
町
ポ
ー
川

史
跡
自
然
公
園
」
と

「標
津
サ
ー
モ

ン
パ
ー
ク
」
の
二
事
例
が
応
募
し
て

い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
方
法
な
ど
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
し

ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
所

道
内
各
市
町
村
に
あ
り
ま
す
が
、

標
津
町
内
で
は
三
ヶ
所
に
投
票
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

ｏ
役
場
ロ
ビ
ー

ｏ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

ｏ
川
北
公
民
館
ロ
ビ
ー

●
投
票
方
法

各
投
票
所
に
、
事
例
集
と
投
票
用

紙
を
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

工
事
例
ま
で
を
選
び
、
投
票
箱
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
官
製

。
私
製
ハ
ガ
キ
で
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
郵
送
に

よ
り
投
票
を
行
う
場
合
は
、
次
の
宛

先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ｏ
郵
送
先

一Ｔ
Ｏ
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
六
丁
目

北
海
道
住
宅
部
市
部
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
内

「北
海
道
ま
ち
づ
く
り

一
〇
〇
選
大
賞
」
実
行
委
員
会

●
投
票
期
間

七
月

一
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で

で
す
。

●
記
念
品
の
贈
呈

投
票
さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
、
抽

選
で
一
〇
〇
名
の
方
に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
他

不
明
な
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
役

場
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係
に
お
た

）

ず
ね
く
だ
さ
い
。

ａ
二
―
二
一
三

一
…
内
線

一
一
一

おくやみ申し上げます

氏 名 住  所 年  齢

尾形 春 夫 さ ん 共 栄 町 47歳

椎 久 キエ さん 伊 茶 仁 62歳

藤 田 ナ ミ さん 桜 木 町 91歳

畑中 秀 子 さ ん 伊 茶 仁 57歳

渡辺  清  さ ん 桜 木 町 73歳

お な ま え 住  所 保 護 者

福田 伸 弘くん 双 葉 町 福田 正 継

ちあき
早川 千 愛ちゃん 曙   町 早川 弘 三

長尾 和 佳ちゃん 緑  町
長尾 武 人

みすき

蒼藤 瑞 稀ちゃん
曙   町 齊藤 義 行

えりな
池田絵荷奈ちゃん

伊 茶 仁 池田 勝 美

みさ
開坂 美 紗ちゃん

素  別 開坂 寿
一

●標津ダンス愛好会は中央公民

館へ図書購入費 として

●キ申内 ミヨさんは全快祝を廃 し

て特別養護老人ホ
ーム標津は

まなす苑の備品購入費 として

11

●橋本喜伊さんは香典返 しをや

めて社会福祉協議会ヘ

●畑中勇さんは香典返 しをやめ

て社会福祉協議会ヘ

●松本宜欣 さんは中央公

民館図書室へ図書を寄

贈されました。



固
□
固
の
た
め
の

③
Ｏ
Ｏ
Ｏ
①

い
る
い
う
食
べ
て

蔵
人
痛
予
防

〇
主
食

・
主
菜

・
副
菜
を
そ
う
え
、

目
標
は

一
日
三
十
食
品
７

健
康
を
保
持
増
進
し
、
成
人
病
を

予
防
す
る
た
め
の
食
生
活
の
条
件
と

し
て
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
、
か

ら
だ
に
必
要
な
栄
養
を
過
不
足
な
く

ほ
ど
ほ
ど
に
と
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

④
主
食
と
主
菜

・
副
菜
を
そ
ろ
え
る

こ
と
。

②
料
理
に
使
う
食
品
を

一
日
三
十
種

類
を
目
標
に
す
る
こ
と
。

で
自
然
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

が
で
き
ま
す
。

F

①

た
だ
し
、
食
品
の
種
類
を
多
く
す

る
た
め
に
食
べ
す
ぎ
る
と
、
逆
に
肥

満
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
注
意
し
ま

ド
し
よ
つヽ
。

津
ヮ
今
月
の
料
理
は
シ
ル
バ
ー
料
理

教
室
で
実
習
し
た
も
の
で
す
。

）

ァC夜うこρ

米は洗って普通に炊き、合せ酢を混ぜて、すし
めしを作ります。
◎炊飯時に、昆布を1枚入れるとおいしく
なります。

③

●すじめし米3カップ
1檀糖示雪と言
6 コ

20 0グラム

4枚

■本

4コ

小 1 本

小 1 本

●具

り回

かにむき身

干し権茸

長ねぎ

ピーマン

人参

ゆでたけのこ
●調昧料

ごま油    小 さじ2

サラダ油   大 さじ 4

塩、こしよう 適 量

★ 4人 分のエネ,レギー

320カロリー

★調理時間      50分

クタ″ 干ししいた

けは本で戻
してせん切
にします。

長ねぎ、ピ
ーマン、人

参も同じく

らいの長さ
のせん切に

卵をボールに割りほぐし、ごま油と
塩 。こしょう少々で下味をつけま抗

⑥

ヽ

ラップ

↓ひつ<り返す

14センチ四方程度のタッパー等の容
器にラップを敷いて、⑤の妙めた具
の半分を平らに詰めます。その上に
すしめしを平らに詰め、軽く押しま
す。もう1つ同じように作ります。
逆さにあけて、食べやすく切り分け
ます。

ド
↑
津／

避→」→タ
ゆでたけのこは、短冊に切りま丸

縛

00り 0←強火

中華鍋、又はフライパンにサラダ油
を熱 し、子し椎茸を妙めます。香り
が出てきたところで、他の野菜も入
れて、サッと妙めます。最後にかに
のむき身を入れます。塩 。こしょう
を軽 くよって、卯を流し入れ、大き
く混ぜ合わせ、 8分 通 り火を通しま
す。

曲

楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
行
な
わ
れ

中華押し寿司には次の料理を

添えるのもよいでしょう。

●グリーンアスパラとひじき

の梅和え

●フルーッ白玉

●そうめんのお吸い物

1懃
ヌ

む

②
ヂ
タ
ノ



コ

ゆうと

白勢(管)さんちの悠人くんは生の
曙町 0

●生まれた時の身長 ・体重は一一。

身長/525c冊  体 重/3,7208

●最近の身長 ・体重は一―。

二計遍重/78om      クトロ巨/1 0Kg

●どんな子に育つてほしいですか。
「男の子だからね、やんちやでもいいから健康

で育つてくれれば……もうひとつ注文、やんち

やな中にもやさしさのある子に育つてほしいで

す制とめ8さ ん。

悠人 <ん はやんちや力主のようです。人懐つこ

い悠人 <ん は誰れにでも笑顔を見せて<れ ます。

こ`ましゃ<れ てるんです。とおBさ んが話して

<れ ました。体も大きいけれど将来大物|こなるか

も知れないゾーー。

高
脂
血
症
の
予
備
軍

を
さ
が
せ
ゴ

ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
な
る
の

に
は
大
き
く
わ
け
て
次
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。

①
体
質
の
遺
伝

②
原
因
と
な
る
病
気
が
あ
り
二
次

的
に
起
こ
る
。

③
食
べ
す
ぎ
、
肥
満
の
結
果
と
し

て
起
こ
る
。

一
般
的
に
は
③
が
最
も
か
か
り
や

す
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
次
の
表
で

生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

）

○
印

が
多

け
れ
ば
多

い
程
、
高

脂

血
症

に
近

い
と
言
え
ま
す
。

ラ
イ

フ

ス
タ
イ

ル
を

少
し
ず

つ
変
え

て

い
か

な

け
れ
ば
除

々
に
高
脂
血
症

の
危
険

が
し

の
び
よ
る

の
で
す
。

あ
な
た
は
動
脈
硬
化
予
備
寧
に
な

つ
て
い
ま
せ
ん
か
。

早
期
発
見
の
き
め
手
は
？

高

脂
血
症

は
痛
く
も

痒
く
も
あ

り

ま

せ
ん
。
自
党
症
状

が
な

い
た
め

に

早
期
発

見

の
き
め

て
は
、
定

期
的
な

血
液
検

査
し
か
あ

り
ま

せ
ん
。

症
状

が

で
る
と
す

れ
ば
、

耳
た
ぶ

に
黄
色

の
脂
肪

の

つ
ぶ

つ
ぶ

が
出

た

り
、

ア
キ

レ
ス
腱

が
大
く
な

っ
た
り

す

る

こ
と
も
あ

り
ま
す

が
、
無

症
状

の
こ
と

が
多

い
の
で
、
気

が

つ
い
た

と
き

に
は
、
動
脈
硬
化

が
す
す

ん

で

脳
卒
中

で
た
お
れ
た
時
だ

っ
た
と

い

う

こ
と

の
な

い
よ
う

に
し
た

い
で
す

ね
。
年

に

一
度

は
、
血
液
中

の
脂
質

を

チ

ェ
ッ
ク
し

て
お

い
て
下
さ

い
。

畠)宰保健婦

魚より肉が好き タラヨ、スジコをよく食べる

野菜はあまり好きではなし
コー ヒーや紅 茶 に砂糖 をス ブー ン

2杯 以上 入 れ る

1回の食事にご飯を2杯以上食べる たばこを1日に20本以上吸う

マーガリンよリパターが好き 最近、おなかが出てきた

朝食抜きでも平気
階段よリエレベーター、歩 くより
バス、草を使う

菓子をしよっちゅうつまむ 疲れやす く、イライラしやすし

毎晩酒を飲む 健診の結果、高脂血症といわれた

酒 の つ まみ は 、 チ
ー ズや 焼 と リカ

にヽ い
健 診 結果 に高血圧 、高尿酸血症 な
ど、他 の異 常が あ る

(早ヽ」誘
テロ
リ
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井
関
道
男
さ
ん
（用
む

「う
さ
ざ
追
い
し
あ
の
出
」

『お
～
い
誰
か
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
買

っ
て
来
て
く
れ
／
』
と
言
う
声
に
、

ど
れ
ど
れ
と
表
へ
出
て
見
る
と
、
な

る
ほ
ど
会
社
の
横
の
倉
庫
の
床
下
に

住
み
つ
い
た
キ
ツ
ネ
の
親
子
が
、
駐

車
場
で
遊
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。

近
所
の
人
が
餌
を
や
っ
て
い
る
ら
し

く
、
す
っ
か
り
人
間
に
償
れ
て
い
て

し
き
り
に
餌
を
ね
だ
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

最
近
車
に
乗
っ
て
い
て
時
々
見
か

け
る
事
な
の
だ
が
、
近
頃
の
キ
ツ
ネ

は
、
山
の
中
よ
り
も
行
の
中
で
見
か

け
る
方
が
多
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
車
や
公
害
の
多
い
行
の

中
の
方
が
住
み
易
い
の
だ
ろ
う
か
。

自
然
の
中
に
餌
と
な
る
ウ
サ
ギ
や
ネ

ズ
ミ
な
ど
の
小
動
物
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
今
、
人
里
へ
下
り
て
来

て
、
人
間
か
ら
『あ
～
ら
カ
ワ
イ
己

な
ど
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
餌
を
も
ら

っ
て
い
た
方
が
利
日
な
の
か
も
知
れ

な
い
の
で
あ
る
。

最
近
の
川
北
に
は
、
雑
木
林
と
云

わ
れ
る
林
が
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
私
の
子
供
の
頃
に
は
そ
の

よ
う
な
林
が
随
分
あ
っ
た
も
の
で
あ

屯
。
当
然
ウ
サ
ギ
や
一
ソ
平
等
の
、

小
動
物
も
沢
山
い
た
訳
で
、
冬
期
間

雪
が
降
る
と
、
ウ
サ
ギ
の
足
跡
が
至

る
所
に
残
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

当
時
は
、
野
兎
は
植
林
し
た
木
の

芽
を
食
い
荒
す
害
獣
と
云
う
こ
と
で

駆
除
す
る
こ
と
に
奨
励
金
を
出
し
て

い
た
事
が
あ
り
、
私
も
冬
に
な
る
と

針
金
で
ワ
ナ
を
作
り
、
山
の
中
の
あ

ち
こ
ち
に
仕
掛
て
お
き
、
次
の
日
の

早
朝
、
ス
キ
ー
を
履
い
て
見
回
わ
る

と
云
う
日
が
何
日
か
続
い
た
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

今
の
感
覚
で
考
え
る
と
、
野
蛮
だ

と
云
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
当

時
は

一
匹
当
り

一
〇
〇
円
程
だ
っ
た

と
思
う
が
、
そ
の
金
を
自
分
の
小
使

に
す
る
の
は
当
然
の
事
で
、
イ
タ
チ

や
キ
ツ
ネ
等
を
捕
っ
て
生
活
の
足
し

に
し
て
い
た
人
達
も
い
た
よ
う
で
し

た
。人

間
が
開
発
と
云
う
名
目
で
野
生

動
物
の
生
活
圏
へ
入
り
こ
ん
で
行
き

そ
の
生
態
を
壊
し
て
い
る
今
、
野
生

動
物
に
中
途
半
端
に
餌
を
与
え
る
事

が
そ
の
動
物
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ

か
否
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
標
津
町

の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
な
が
ら
、

今
年
も
千
本
程
の
赤
エ
ゾ
松
の
苗
木

を
植
え
終
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

＊
次
の
あ
な
た
は
井
関
さ
ん
が
選
ん

だ
、
南
川
北
の
桜
井
贅
太
郎
さ
ん

で
す
。

じ

●

人□のうごき

平成々新品島色P現在

世 帯 数 2,223世帯(+2)

人   口  6, 8 8 9人 (△8)

男   3 , 3 6 4人 ( 0 )

女   3 , 5 2 5人 (△8)

身
傷
亡
酢

人
員
死
物

町内の交通事故

7月
( )内 は累計

死亡交通事故ゼロの日

32日 17H20日現a

事 故 1件 (5件 )
者 0人 (6人 )
者 1人 (3人 )
事 故 18件 (110件)

ｍ
§
０
自

▼
標
津
の
基
幹
産
業
、
隠
農
は

三
番
車
に
入
り
ま
す
ね
。
漁
業

は
い
よ
い
よ
繁
忙
期
に
入
り
ま

す
。
い
づ
れ
も
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
実
り
の
あ
る
生
産
が
出
来
ま

す
よ
う
祈
り
ま
す
。
い
つ
か
は

第
三
の
基
幹
産
業
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
観
光
に
期
待
を
込
め
て

観
光
客
が
最
も
動
く
時
期
、
さ

て
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
に
は
何
方

人
の
人
が
来
て
＜
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
標
津
町
に
は
ど
の
位

い
の
人
が
足
を
運
ん
で
＜
れ
る

の
で
し
よ
う
か
。
そ
の
辺
を
探

っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

▼
九
月
号
か
ら
サ
ー
モ
ン
パ
ー

ク
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ま
す
。
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
に

か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や

話
題
を
提
供
し
た
い
と
者
え
て

い
ま
す
の
で
あ
楽
し
み
に
。

▼
憂
休
み
と
り
ま
し
た
か
／
連

続
体
暇
で
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の

栄
養
取
り
ま
し
よ
う
。
出
か
け

る
時
、
交
通
事
故
に
は
十
の
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

（よ
し
ゆ
き
）
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